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ブランド化戦略策定の経緯～改定版みやぎの『食』ブランド化推進方針

４つの方針

１ 消費者の共感・感動を生むブランド化の推進

２ 適切な販売先の選択と、それに応じたブランド化手法の構築

３ 「食材王国みやぎ」を牽引するトップブランド品の創出

４ 風土・食文化に根ざした地域ブランド品の育成

 みやぎの「食」のブランドを

４つのカテゴリーに規定

品目によって、ブランド化の

課題は異なる。

生産から消費までの課題解決

のため「ブランド化戦略」を

策定し、適切な販売先とブラ

ンド化手法の選択

みやぎの「食」ブランドの類型

 品目ごとの特徴を踏まえた

「ブランド化戦略」を策定



ブランド化戦略策定の経緯～戦略の策定品目の選定について

品目１：せり

品目２：メカジキ

 出荷量全国１位

 せり鍋ブーム

 「河北せり」の地理的表示（GI）登録

 競合する産地が少ない

 県の「園芸特産振興戦略プラン」の県戦略品目と

なっていること

 水揚量全国１位

 気仙沼のブランド化の取組

 高い品質

 競合する産地が少ない

 MSC認証取得への取組

ブランド化にあたっての将来性などから県で選定



ブランド化戦略策定の経緯～戦略策定の方向性

実施内容 ※R3年度実施 ※NBCコンサルタンツ株式会社（経営コンサルティング）に業務委託

３C分析
（環境分析）

STP分析
（戦略立案）

４P・４C分析
（施策立案）

 自社環境、市場環境、競合環境の分析

 生産者、実需者、消費者、専門家へのアンケート及び

インタビューの実施

 販売先、販売戦略の立案

 販売先別の施策立案

地域の風土や
食文化に根ざした
食材のｽﾄｰﾘｰの発信

食産業に携わる
生産者・実需者の姿

や取組を発信

宮城でしか得られ
ない「食」の体感・
感動の機会提供

観光産業や外食
産業と連携、
十分な波及効果



ブランド化戦略「せり」の概要～宮城県のせりを取り巻く環境①

せり消費者アンケート（全国の消費者770名を対象）

はい いいえ

77.7％ 22.3％

◆せりを知っていますか？

◆せりの産地として知っているエリアは？

ひとつも知ら
ない

仙台せり 河北せり 観音寺せり 三関せり 京せり 四万十せり

63.8% 20.3% 1.2% 0.3% 1.7% 11.4% 1.3%

せりの認知度は７８％と高い

一方で半数以上がせりの産地を知らない

せりの産地として「宮城県」の認知度を
上げる余地あり



出荷量
(作業量)
は3倍

価格は1.6倍

春せりの希少性
に対する価格の
低さ（ミスマッチ）

ブランド化戦略「せり」の概要～宮城県のせりを取り巻く環境②

河北せりの出荷数量、出荷金額、平均単価（H30～R3年度の平均値の指数）

※河北せり振興協議会提供

宮城県のせりの強み・弱み

強み 弱み

 生産量日本一
 他の野菜より単収が高い
 「せり鍋」の時期の需要の高さ

 生産量の拡大が困難（機械化できな
い、生産者の高齢化、人手不足）

 鮮度落ちが早い、変色が起きやすい
 選別時の高い廃棄率（５０％）
 使用法が「鍋」に限定



ブランド化戦略「せり」の概要～宮城県のせりブランド化の方向性と戦略

ブランド化の方向性

①せり認知機会の増加

②せりファンの増加

③ブランド品質の担保

ブランド化戦略

①マーケット付加戦略

②観光誘引戦略

③ブランド構築戦略

せりの産地「宮城県」の認知度
向上のため、季節や場所を問わ
ず、宮城のせりに触れる機会を
創出

他産地との差別化ため、宮城の
せり産地や生産者のファンを増加

産地や生産者による品質のばら
つきを改善し、ブランドとしての
品質を担保

 冬以外の需要の底上げ：春せり、花や実の活用
 通年・全国での展開：加工品の開発
 廃棄部分の有効活用：加工品の開発

 せり生産地への誘導、周遊の促進
：観光イベントの実施

 GIに加え、サイズ、色味、鮮度等の認証基準によ
るブランド品質の担保

 仙台、河北等の産地間連携による拡販メリットの
増大
⇒包括上位ブランド（例：みやぎせり）の導入

令和４年度に実施



R4年度に実施する宮城県産せりのPR事業について～概要

ブランド化戦略に基づくせりのPR事業の概要

目 的 ① 10～２月に出荷される冬せり（根せり）と比較して需要の少ない、

３～５月に出荷される春せり（葉せり）の消費拡大による単価向上

② 通年での収益の確保

実施内容 ① 春せりの消費拡大のための消費者向け情報発信

イ 春せりの家庭用レシピの開発

ロ 春せりの魅力を発信するWEBサイトの制作

② せりの新たな利用方法の開発、訴求

イ 通常廃棄される部分や花・実の活用など、せりの新たな利用方法

の検討や加工品の開発

ロ せりの新たな利用方法の実需者への訴求

実施体制 ブルーファーム株式会社（大崎市）に業務委託し実施



R4年度に実施する宮城県産せりのPR事業について～①春せりの消費拡大

春せりの家庭用レシピの開発

 お披露目会（5月１７日実施）

 レシピ動画の作成

 WEBサイト、cookpadでの公開

 Webメディアへのプレスリリース

 スーパー等でのPOP展開



R4年度に実施する宮城県産せりのPR事業について～①春せりの消費拡大

春せりの魅力を発信するWEBサイトの制作



R4年度に実施する宮城県産せりのPR事業について
～②せりの新たな利用方法の開発，訴求

せりの新たな利用方法の検討や加工品の開発

せりの新たな利用方法の実需者への訴求

 加工品化に関するイベントの実施（10月）

試作品の試食、食品製造事業者様より

事例紹介、意見交換 等

 無選別せりを用いた加工品（冷凍品）の試作

・「無選別せりの塩ゆで」「無選別せりのペースト」

・上記をトッピングするパスタソース

 試作品のモニター販売


